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　本県の個性、持ち味を生かした「国際交流の拡大と魅力・文化の発信」による地域の活性化を図るとともに、異なる文化を互いに認め合い外国人住民と地域住民が生き生きと安心して暮らすこと
ができる「多文化共生の促進とグローバル化への対応」に取り組む。
　平成２８年３月に策定した「石川県国際化推進プラン」に沿って、４つの課題に重点的に取り組む。
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①国際交流の拡大とグローバル化に対応した多文化共生の促進
　 石川の魅力・文化の発信による国際交流の拡大と、人材育成などグローバル化への対応による多文化共生の促進に取り組む。

目標とする成果指標 現行値 年(度) 目標値 年(度) 目標値の設定根拠（他県との比較など）
①石川ジャパニーズ・スタディーズ・プログラム参加大学・
グループ数（累計）

78 団体 27 年度 120 団体 37 年度 石川県長期構想

①外国人宿泊者数 36 万人 27 年度 100 万人 37 年度 ほっと石川観光プラン2016

①留学生数 1,537 人 27 年度 3,000 人 37 年度 石川県長期構想

①ボランティア登録者数 27 年度673 人 800

28年度に重点的に取り組むべき課題

37 年度 石川県長期構想

①世界の各地域との多様な国際交流・国際協力の推進
・友好交流地域（中国・江蘇省、韓国・全羅北道、ロシア・イルクーツク州）との多様な交流の推進

・世界各地域との海外ネットワークの活用

①日本語・日本文化研修生や留学生等の受入促進と参
加の拡大

・石川ジャパニーズ・スタディーズ・プログラムの充実

・留学生を対象としたモニターツアーやワークショップの実施

①多文化共生の促進 ・市町等が実施する外国人住民の相談事業等への支援

①グローバル化に対応する人材育成と活用

・青少年の海外留学等への支援

・日本語・日本文化研修生や留学生を活用した国際理解の促進

・国の関係機関・団体等と連携したフォーラムや国際理解講座の開催

人

・(独)国際交流基金と連携したプログラムの充実

・留学生の受入促進

　

↓


